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(57)【要約】
【課題】挿入部内を挿通する少なくとも一つの内視鏡内
蔵物が挿入部の湾曲部内において湾曲駒の中心軸に対し
て垂直な方向に移動することを防止した内視鏡を提供す
る。
【解決手段】内視鏡１は、複数の湾曲駒６ｆ，６ｃ，６
ｒを連接して複数の方向に湾曲するように構成した湾曲
部６を備える挿入部２と、挿入部２の長手軸に沿って挿
通配置される複数の内視鏡内蔵物２８，３２，４１－４
５とを具備し、湾曲部６を構成する複数の湾曲駒６ｆ，
６ｃ，６ｒのうち、湾曲部６の端部に配設された湾曲駒
６ｆ，６ｒから予め定めた個数離関した位置に連接され
る少なくとも一つの中間湾曲駒６ｃに、内視鏡内蔵物２
８，３２，４１－４５のうちの少なくとも一つが湾曲駒
６ｃの中心軸に対して垂直な方向に移動することを規制
する規制部６０を設けた。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の湾曲駒を連接して複数の方向に湾曲するように構成した湾曲部を備える挿入部と
、前記挿入部の長手軸に沿って該挿入部内に挿通配置される複数の内視鏡内蔵物と、を具
備する内視鏡において、
　前記湾曲部を構成する複数の湾曲駒のうち、該湾曲部の端部に配設された湾曲駒から予
め定めた個数離関した位置に連接される少なくとも一つの湾曲駒に、前記複数の内視鏡内
蔵物のうちの少なくとも一つが該湾曲駒の中心軸に対して垂直な方向に移動することを規
制する規制部を設けたことを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記湾曲部を構成する複数の湾曲駒に前記規制部を設けたことを特徴とする請求項１に
記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記規制部によって動きが規制される内視鏡内蔵物は、前記複数の内視鏡内蔵物のうち
前記挿入部の内面側に挿通配置される内視鏡内蔵物であることを特徴とする請求項１又は
請求項２に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記規制部によって動きが規制される内視鏡内蔵物は、前記挿入部の内面側に挿通配置
される複数の内視鏡内蔵物のうち、曲げ剛性が最も高い内視鏡内蔵物であることを特徴と
する請求項３に記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記規制部によって動きが規制される内視鏡内蔵物は、前記挿入部の内面側に挿通配置
される複数の内視鏡内蔵物のうち、外径が最も大きい内視鏡内蔵物であることを特徴とす
る請求項３に記載の内視鏡。
【請求項６】
　前記規制部によって動きが規制される内視鏡内蔵物は、前記挿入部の内面側に挿通配置
される複数の内視鏡内蔵物のうち、他の内視鏡内蔵物に比べて外径が小さい内視鏡内蔵物
であることを特徴とする請求項３に記載の内視鏡。
【請求項７】
　前記規制部は、前記湾曲駒に一体な片持ち梁形状であって、前記湾曲駒の外面側から内
面側に突出するように予め定めた形状に曲げ加工されることを特徴とする請求項４－６の
何れか１項に記載の内視鏡。
【請求項８】
　前記規制部は、前記湾曲駒に一体な予め定めたアーチ形状であって、湾曲駒の外面側か
ら内面側に突出するように折曲加工されることを特徴とする請求項４－６の何れか１項に
記載の内視鏡。 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、湾曲部を備える挿入部内に複数の内蔵物が挿通される内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、体内の各種検査を行うため、あるいは、体内の治療手技を行うために内視鏡が用
いられている。内視鏡においては、体内に挿入される細長な挿入部の先端部に、観察部位
の観察画像を撮像するための観察光学系等が内蔵されている。また、内視鏡の挿入部の先
端部側には、体内深部への挿入を容易に行えるようにするため、及び先端部の観察光学系
を所望する方向に向けることを可能にするための湾曲部が設けられている。
【０００３】
　湾曲部は、例えば、複数の湾曲駒（節輪とも記載する）を回動自在に連設して、上下の
二方向、あるいは上下左右の四方向に湾曲する構成になっている。湾曲部は、例えば操作
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部に設けられた湾曲操作装置である回転ノブを操作して湾曲動作する構成になっている。
一般的に、回転ノブは、操作部を把持する術者の手指によって回動操作される。そして、
湾曲部は、回転ノブの回動操作に伴って、対応する湾曲ワイヤーが牽引、弛緩されて湾曲
する。
【０００４】
内視鏡の挿入部内には、内視鏡内蔵物として複数の湾曲ワイヤーの他に、処置具チャンネ
ルチューブ、信号ケーブル、ライトガイドファイバー束、送気用チューブ、送水用チュー
ブ等が挿通されている。　
送気用チューブ及び送水用チューブは、先端部に設けられた送気ノズルに連通している。
ライトガイドファイバー束の先端面は、照明窓近傍に配置されている。信号ケーブルは、
撮像装置に接続されている。処置具チャンネルチューブ内には穿刺針、把持鉗子等の処置
具が挿通される。
【０００５】
　処置具チャンネルチューブは、一般に、内視鏡内蔵物の中で最も大径である。また、処
置具チャンネルチューブは、チューブ内に挿通される処置具である把持鉗子等によって内
表面が傷けられて破損することを防止するため、強度を確保する目的で、可撓性を低めに
抑えて硬めに設定する傾向にある。
【０００６】
　例えば、特許文献１にはカシメピンの隙間に位置規制部材を設けた内視鏡の湾曲部構造
が示されている。該文献１の内視鏡の湾曲部構造においては、節輪に位置規制部材を設け
る技術、及び、節輪を絞り加工することによって位置規制部材を節輪に一体に設ける技術
が示されている。この技術によれば、位置規制部材を節輪の内面に設けることによって、
処置具チャンネルチューブである、例えば鉗子チューブが、位置規制部材が設けられた内
面に落ち込んでカシメピンに挟まれる不具合の発生を防止することができる。　
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２０００－２５４０９５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、特許文献１の内視鏡の湾曲部構造において、鉗子チューブは、湾曲部の
湾曲動作、あるいは挿入部の捻り操作に伴って挿入部内を径方向に移動する。この際、鉗
子チューブは、位置規制部材によってカシメピンに挟まれることは防止されるが、鉗子チ
ューブが該文献１の図３等のイメージガイド方向、あるいは、ライトガイド方向等に移動
して、該イメージガイドガイドを圧迫する、あるいは、該ライトガイドを圧迫するおそれ
がある。
【０００９】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、挿入部内を挿通する少なくとも一つの
内視鏡内蔵物が挿入部の湾曲部内において湾曲駒の中心軸に対して垂直な方向に移動する
ことを防止した内視鏡を提供することを目的にしている。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の一態様の内視鏡は、複数の湾曲駒を連接して複数の方向に湾曲するように構成
した湾曲部を備える挿入部と、前記挿入部の長手軸に沿って該挿入部内に挿通配置される
複数の内視鏡内蔵物と、を具備する内視鏡であって、前記湾曲部を構成する複数の湾曲駒
のうち、該湾曲部の端部に配設された湾曲駒から予め定めた個数離関した位置に連接され
る少なくとも一つの湾曲駒に、前記複数の内視鏡内蔵物のうちの少なくとも一つが該湾曲
駒の中心軸に対して垂直な方向に移動することを規制する規制部を設けている。
【発明の効果】
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【００１１】
　本発明によれば、挿入部内を挿通する少なくとも一つの内視鏡内蔵物が挿入部の湾曲部
内において湾曲駒の中心軸に対して垂直な方向に移動することを防止した内視鏡を実現で
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の一実施形態に係り、湾曲自在な湾曲部を備える内視鏡を説明する図
【図２】挿入部の構成を説明する長手方向断面図
【図３Ａ】図２のＹ３Ａ－Ｙ３Ａ線断面図であって、挿入部内を挿通する内視鏡内蔵物の
挿通配置例を説明する図
【図３Ｂ】図２のＹ３Ｂ－Ｙ３Ｂ線断面図であって、挿入部内を挿通する内視鏡内蔵物の
挿通配置例を説明する図
【図３Ｃ】図２のＹ３Ｃ－Ｙ３Ｃ線断面図であって、挿入部内を挿通する内視鏡内蔵物の
挿通配置例を説明する図
【図４Ａ】規制部を形成した中間湾曲駒を説明する図
【図４Ｂ】図４ＡのＹ４Ｂ－Ｙ４Ｂ線断面図であって、規制部を説明する図
【図５】規制部付湾曲駒を備える湾曲部を説明する図
【図６】図５のＹ６－Ｙ６線断面図であって、規制部によって処置具チャンネルチューブ
を規制している状態を説明する図
【図７】複数の規制部付湾曲駒を備える湾曲部の構成例を説明する図
【図８Ａ】処置具チャンネルチューブ以外の内視鏡内蔵物が移動することを規制する規制
部を備える中間湾曲駒の構成例を説明する図
【図８Ｂ】処置具チャンネルチューブ以外の内視鏡内蔵物が移動することを規制する規制
部を備える中間湾曲駒の他の構成例を説明する図
【図９】規制部付湾曲駒の規制部によってライトガイドファイバー束を規制している状態
を説明する図
【図１０】アーチ形状の規制部を備える中間湾曲駒の構成例を説明する図
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。　
　図１－図１０を参照して本発明の一実施形態を説明する。
【００１４】
　図１に示すように内視鏡１は、挿入部２と、操作部３と、ユニバーサルケーブル４と、
を有している。挿入部２は、観察対象部位へ挿入される細長な長尺部材である。挿入部２
は、先端部５と、湾曲部６と、可撓管部７とを連設して構成されている。
【００１５】
　先端部５には、ライトガイドを備える照明光学系と撮像装置を備える観察光学系（図２
の符号２３参照）が内蔵されている。湾曲部６は、上下の二方向、あるいは、上下左右の
四方向に湾曲自在に構成されている。可撓管部７は、長尺で可撓性を有する管状部材であ
る。
【００１６】
操作部３には、湾曲操作装置８、各種スイッチ１１、送気送水ボタン１２、吸引ボタン１
３等が設けられている。湾曲操作装置８は、上下用ノブ９と、左右用ノブ１０等とを有し
て構成されている。各種スイッチ１１は、例えばレリーズスイッチ、フリーズスイッチ、
及び、通常観察と蛍光観察との切り替えを行うための観察モード切替スイッチ等である。
　
なお、符号１４は、処置具挿入口である。本実施形態において、湾曲部６は、四方向に湾
曲する。
【００１７】
　ユニバーサルケーブル４は、操作部３の側部より延出している。ユニバーサルケーブル
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４の端部には図示しない内視鏡コネクタが設けられている。
【００１８】
　図２に示すように先端部５は、硬質部材である先端構成部材２１を備えて構成されてい
る。先端構成部材２１の先端側には、先端カバー２２が固設されている。符号２２ｈは、
カバー貫通孔であり、後述する処置具挿通チャンネル３０を構成する。
【００１９】
　先端構成部材２１の基端側には、湾曲部６を構成する先端湾曲駒６ｆが固定されている
。符号６ｒは基端湾曲駒であり、符号６ｃは中間湾曲駒である。各湾曲駒同士は、連結ピ
ン６ｐによって回動自在に軸支されている。
【００２０】
　符号６ｗは湾曲ワイヤーであり、上下左右の湾曲方向に対応して４本設けられている。
符号６ｓは湾曲ワイヤー先端固定部である。湾曲ワイヤー先端固定部６ｓは、先端湾曲駒
６ｆの上下左右に対応する予め定めた位置に設けられている。符号６ｇは湾曲ゴムである
。湾曲ゴム６ｇは、連結ピン６ｐによって連接された複数の湾曲駒６ｆ，６ｃ…６ｃ，６
ｒによって構成される湾曲部組の外周面を被覆する。
【００２１】
　なお、符号６ｗｇは、ワイヤーガイドであり、湾曲駒６ｃ内に設けられている。符号６
ｗｃは、ワイヤー挿通用コイルであり、可撓管部７内に挿通されている。ワイヤーガイド
６ｗｇ及びワイヤー挿通用コイル６ｗｃは、１本のワイヤー６ｗが挿通する貫通孔を備え
ている。
【００２２】
　先端構成部材２１は、ステンレス鋼等の金属製、あるいは、硬質な樹脂製、あるいは、
セラミック製である。先端構成部材２１には、予め定めた位置に長手軸に平行な、観察光
学系用貫通孔２１ｈ１、照明光学系用貫通孔（不図示）、送気送水用貫通孔（不図示）、
副送水用貫通孔（不図示）、処置具挿通用貫通孔２１ｈ２等、が形成されている。
【００２３】
　観察光学系用貫通孔２１ｈ１は、例えば段付き孔であり、先端側から順に小径孔、大径
孔を有している。小径孔には観察光学系２３を構成する対物レンズ枠２４が固設され、大
径孔には観察光学系２３を構成する撮像枠２５が配置される。符号２６は、先端光学部材
であり、符号２７は撮像素子である。本実施形態において、撮像素子２７は、例えばＣＣ
Ｄである。符号２８は信号ケーブルである。
【００２４】
　処置具挿通用貫通孔２１ｈ２には処置具挿通チャンネル３０を構成する連結管３１が固
設される。連結管３１の基端側は、先端構成部材２１の基端面から突出し、その突出部に
は処置具挿通チャンネル３０を構成する処置具チャンネルチューブ３２の先端部が固定さ
れている。処置具チャンネルチューブ３２内には、穿刺針、把持鉗子等の処置具が挿通さ
れる。このため、処置具チャンネルチューブ３２は、可撓性を考慮しつつ、チューブ内に
挿通される把持鉗子等によって内表面が傷けられて破損することを防止するため、予め定
めた硬さで構成されている。
【００２５】
　図３Ａ、図３Ｂ、図３Ｃに示すように、挿入部２内には内視鏡内蔵物として４本の湾曲
ワイヤー６ｗ、信号ケーブル２８、及び処置具チャンネルチューブ３２の他に、例えば３
本のライトガイドファイバー束４１，４２，４３、送気送水用チューブ４４、前方送水用
チューブ４５及び挿入形状検知用プローブ４６等が挿入部２の長手軸に沿って挿通配置さ
れている。
【００２６】
　信号ケーブル２８は、径が小さい内視鏡内蔵物であって、挿入部２の中心軸近傍に挿通
配置されている。処置具チャンネルチューブ３２は、内視鏡内蔵物のうち径が最も大きく
、且つ曲げ剛性が最も高く、挿入部２の内周面側、すなわち、湾曲部６において湾曲駒６
ｆ，６ｃ，６ｒの内面近傍に挿通配置されている。３本のライトガイドファイバー束４１
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，４２，４３も径が小さい内視鏡内蔵物であって、挿入部２の内周面側、すなわち、湾曲
部６において湾曲駒６ｆ，６ｃ，６ｒの内面近傍に挿通配置されている。送気送水用チュ
ーブ４４及び前方送水用チューブ４５は、径が小さく且つ柔軟な内視鏡内蔵物であり、挿
入部２の内周面側、すなわち、湾曲部６において湾曲駒６ｆ，６ｃ，６ｒの内面近傍に挿
通配置されている。挿入形状検知用プローブ４６は、径が小さい内視鏡内蔵物であって、
挿入部２の中心軸近傍に挿通配置されている。
【００２７】
　本実施形態において、湾曲部６を構成する先端湾曲駒６ｆ、あるいは、基端湾曲駒６ｒ
から複数駒離間した位置に連接されている一つの中間湾曲駒６ｃには、図４Ａ、図４Ｂに
示す例えばＳ字形状に形作られた規制部６０が形成されている。
【００２８】
　規制部６０は、中間湾曲駒６ｃの外周面側から内周面側に突出するように中間湾曲駒６
ｃの外表面側から例えば、プレス装置によって曲げ加工して形成されている。規制部６０
は、根本部６１と、撓み部６２と、処置具チャンネルチューブ保持部（以下、保持部と略
記する）６３とを備えて構成されている。
【００２９】
　根本部６１は、中間湾曲駒６ｃに一体である。規制部６０は、中間湾曲駒６ｃの外表面
側か湾曲駒６ｃの中心軸６ｃＣ方向に対して突出した片持ち梁として構成されている。撓
み部６２は、予め定めた弾性力に抗して予め定めた量弾性変形するように構成されている
。保持部６３は、処置具チャンネルチューブ３２の外周面が当接配置される当接面６３ｆ
である。
【００３０】
　処置具チャンネルチューブ３２は、図４Ａに示すように保持部６３の当接面６３ｆと中
間湾曲駒６ｃの内周面とで構成される二点鎖線で示すチューブ配置空間３２Ｓに配置され
る。　
　なお、符号６５は切欠孔であり、中間湾曲駒６ｃに規制部６０をプレス加工で形成した
際に構成される貫通孔である。
【００３１】
　以下の説明において、規制部６０を形成した中間湾曲駒６ｃを規制部付湾曲駒６Ｈと記
載する。
【００３２】
　挿入部２内に挿通される処置具チャンネルチューブ３２は、図５及び図６に示すように
規制部付湾曲駒６Ｈに形成されている規制部６０の保持部６３に保持されて、挿入部２の
長手軸に沿って配置される。
【００３３】
　この構成によれば、例えば術者が湾曲部６を湾曲させる動作を行った際、あるいは、術
者が挿入部２を捻り操作した際、処置具チャンネルチューブ３２に該チューブ３２を図４
Ａの矢印Ｙ４Ａ方向に移動させる力、すなわち、中間湾曲駒６ｃの中心軸６ｃＣに対して
垂直な方向に移動させる力が働く。このとき、処置具チャンネルチューブ３２は、図４Ａ
の矢印Ｙ４Ａ方向に移動されて、規制部６０に設けられている保持部６３の当接面６３ｆ
に当接する。
【００３４】
　この結果、処置具チャンネルチューブ３２が移動して、図６に示す他の内視鏡内蔵物で
ある信号ケーブル２８、ライトガイドファイバー束４１，４２，４３、送気送水用チュー
ブ４４、前方送水用チューブ４５及び挿入形状検知用プローブ４６を圧迫することが防止
される。
【００３５】
　また、処置具チャンネルチューブ３２の図４Ａの矢印Ｙ４Ａ方向に移動する力が大きな
場合には撓み部６２が予め定めた量弾性変形する。この結果、処置具チャンネルチューブ
３２が大きく移動して、他の内視鏡内蔵物である信号ケーブル２８、ライトガイドファイ
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バー束４１，４２，４３、送気送水用チューブ４４、前方送水用チューブ４５及び挿入形
状検知用プローブ４６を圧迫することが防止される。
【００３６】
　このように、湾曲部の予め定めた位置に規制部６０を形成した規制部付湾曲駒６Ｈを配
置し、該湾曲駒６Ｈの規制部６０で処置具チャンネルチューブ３２が予め定めた方向に移
動することを規制する。この結果、湾曲駒６ｆ，６ｃ，６ｒの内面近傍に挿入部２の長手
軸に沿って挿通配置した処置具チャンネルチューブ３２が挿入部内で移動することによっ
て他の内視鏡内蔵物を圧迫する不具合を確実に防止することができる。
【００３７】
　また、規制部６０を湾曲駒６ｃに一体に設ける構成にしたことによって、部品点数を増
加させること及び規制部を湾曲駒６ｃに固定する作業を不要にして、処置具チャンネルチ
ューブ３２が移動することを規制する規制部付湾曲駒６Ｈを構成することができる。
【００３８】
　なお、上述した実施形態においては、基端湾曲駒６ｒから複数駒離間した位置に一つの
規制部付湾曲駒６Ｈを配置する、としている。しかし、湾曲部６に設ける中間湾曲駒６ｃ
の個数は、例えば図７に示すように湾曲部６に二つの規制部付湾曲駒６Ｈを設ける構成、
あるいは、図示は省略するが湾曲部６に三つ以上の規制部付湾曲駒６Ｈを設ける構成であ
ってもよい。
【００３９】
　また、上述した実施形態においては、規制部付湾曲駒６Ｈの規制部６０によって、挿入
部２内に挿通された処置具チャンネルチューブ３２の挿入部２内での矢印Ｙ４Ａ方向への
移動を規制している。しかし、挿入部２内において移動することを規制する内視鏡内蔵物
は、処置具チャンネルチューブ３２に限定されるものでは無く、他の内視鏡内蔵物が中間
湾曲駒６ｃの中心軸６ｃＣに対して垂直な方向に移動することを規制するようにしてもよ
い。
【００４０】
　具体的に、図８Ａ、あるいは、図８Ｂに示すように中間湾曲駒６ｃに例えばＳ字形状の
二つの規制部６０Ａを予め定めた位置に形成して、保持部６３の当接面６３ｆと中間湾曲
駒６ｃの内周面とで構成される二点鎖線で示す配置空間３２ＡＳに例えば、図９に示すよ
うに第１のライトガイドファイバー束４１及び第２のライトガイドファイバー束４２を挿
通配置するようにしてもよい。
【００４１】
　なお、規制部６０Ａは、前記規制部６０と同様に例えばプレス加工によって形成され、
図８Ａ、図８Ｂに示すように根本部６１、撓み部６２、及び保持部６３を備えている。
【００４２】
　この構成によれば、図９に示すように二つの規制部６０Ａによって、それぞれ第１のラ
イトガイドファイバー束４１の移動、第２のライトガイドファイバー束４２の移動を規制
する。この結果、ライトガイドファイバー束４１，４２が移動することによって他の内視
鏡内蔵物に圧迫される不具合を確実に防止することができる。
【００４３】
　また、湾曲部６に図８Ａに示す中間湾曲駒６ｃと、図８Ｂに示す中間湾曲駒６ｃとを複
数設ける構成において、図８Ａに示す中間湾曲駒６ｃと図８Ｂに示す中間湾曲駒６ｃとを
長手軸方向に対して交互に配置して、ライトガイドファイバー束４１，４２の移動を規制
するようにしてもよい。
【００４４】
　また、中間湾曲駒６ｃにライトガイドファイバー束４１，４２が移動することを防止す
る規制部６０Ａを形成する代わりに、送気送水用チューブ４４が移動することを防止する
規制部（不図示）、あるいは、前方送水用チューブ４５が移動することを防止する規制部
（不図示）を設けるようにしてもよい。
【００４５】
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　また、中間湾曲駒６ｃに一体に形成する規制部６０，６０Ａは、中間湾曲駒６ｃの外表
面側から中心軸６ｃＣ方向に対して突出する片持ち梁に限定されるものでは無く、例えば
、図１０に示すように中間湾曲駒６ｃに一体で予め定めた形状のアーチ部６４を形成した
アーチ形状を備える規制部６０Ｂであってもよい。
【００４６】
　規制部６０Ｂは、例えばプレス加工によって形成され、アーチ内面６４ｆと中間湾曲駒
６ｃの内周面とで構成される閉じた配置空間３２ＢＳを備えている。　
　この構成によれば、配置空間３２ＢＳに挿通配置させた内視鏡内蔵物が挿入部２内で中
間湾曲駒６ｃの中心軸６ｃＣに対して垂直な方向に移動することを確実に規制することが
できる。
【００４７】
尚、本発明は、以上述べた実施形態のみに限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱し
ない範囲で種々変形実施可能である。 
【符号の説明】
【００４８】
１…内視鏡　２…挿入部　３…操作部　４…ユニバーサルケーブル　５…先端部　
６…湾曲部　６Ｈ…規制部付湾曲駒　６ｃ…中間湾曲駒　６ｃＣ…中心軸　
６ｆ…先端湾曲駒　６ｇ…湾曲ゴム　６ｐ…連結ピン　６ｒ…基端湾曲駒
６ｓ…湾曲ワイヤー先端固定部　６ｗ…湾曲ワイヤー　６ｗｃ…ワイヤー挿通用コイル
６ｗｇ…ワイヤーガイド　７…可撓管部　８…湾曲操作装置　９…上下用ノブ　
１０…左右用ノブ　１１…各種スイッチ　１２…送気送水ボタン　１３…吸引ボタン
１４…処置具挿入口　２１…先端構成部材　２１ｈ１…観察光学系用貫通孔
２１ｈ２…処置具挿通用貫通孔　２２…先端カバー　２２ｈ…カバー貫通孔
２３…観察光学系　２４…対物レンズ枠　２５…撮像枠　２６…先端光学部材
２７…撮像素子　２８…信号ケーブル　３０…処置具挿通チャンネル　３１…連結管
３２…処置具チャンネルチューブ　３２ＡＳ…配置空間　３２ＢＳ…配置空間
３２Ｓ…チューブ配置空間　４１，４２，４３…ライトガイドファイバー束
４４…送気送水用チューブ　４５…前方送水用チューブ　４６…挿入形状検知用プローブ
６０，６０Ａ，６０Ｂ…規制部　６１…根本部　６２…撓み部　６３…保持部
６３ｆ…当接面　６４…アーチ部　６４ｆ…アーチ内面　６５…切欠孔
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